
 

№ C０５ 

タイトル 景観資源を活かした農山村地域の再生 

～足助香嵐渓地区のまちづくり～ 

所属・名前 豊田市 都市整備部 都市整備課 

甲村 尚義 

キーワード ① 景観資源   ②  共働  ③  住民主体 

足助香嵐渓地区は、全国的に有名な紅葉の名勝「香嵐渓」と、“美しい日本の歴史的

風土 100選”に選ばれたまち並みを有する、都市近郊型の農山村である。しかし、隣接

する景勝地「香嵐渓」の賑わいと反し、歴史的町並みが残されているエリアは、空き家

や空き店舗が目立ち、かつて賑わいのあった街道沿いの風景が失われつつあった。 

そこで、景観資源を活かした農山村地域の再生を実現するため、都市再生整備計画

事業を活用し、電線類地中化や道路修景整備事業、古いまち並みの保存・活用事業、サイ

ン整備などについて、「足助まちづくり協議会」を中心に住民主体のまちづくりを行政と

共働で行うことで、「足助らしさ」を反映させるまちづくりを行った。 

 

 

 

 


